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アゼルバイジャンの17世紀の終わり
から20世紀の初めまでの期間は、
民俗織りの繁栄によって特徴づけ

られました。18世紀、封建的断片化の時代
に、別々の汗国が生まれたとき、宮殿織りで
はなく、絨毯織りと民俗の地元の中心がより
集中的に発展し始めました。民族の潜在意識
の原型の最も古い層が人々の心の中で新た
な活力で現れたのはこの時でした、それはあ
る意味で遠い祖先の伝統への復帰の始まり
と見なすことができますが、実際、この接続は
決して切断されませんでした。

アゼルバイジャン絨毯は、さまざまなタイプ
とサブタイプによって区別されます。アゼルバ
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イジャン絨毯の類型的な豊かさは、歴史的お
よび民族文化的要因とともに、独特の多様な
自然および気候条件と関連しており、絨毯織
りの発展にも貢献しています。アゼルバイジャ
ン絨毯の色と多様で複雑な色彩リズムの構
造は、主に何世紀も前の芸術的思考の情報
コードのプリズムを通して周囲の自然を知覚
することによるものです。

カーペット織りの開発の何世紀にもわたっ
て、アゼルバイジャンでは絨毯織りの安定した
中心が形成されました。その出現と発展は、
主に原材料ベースの羊の繁殖の利用可能性
の要因によるものです。この地域には3つの絨
毯生産エリアがあります。１目は-大コーカサ
スの南東斜面に沿ってカスピ海に向かって、
そして南に、シルヴァン低地に向かって。2つ
目は、小コーカサスゾーンにあり、南はアラズ
の土手、北西はカファンに伸びています。これ
らの山塊は両方とも、主に現代のアゼルバイ
ジャン共和国の領土に位置しており、それら
の形成は自然の地理的条件に基づいていま
す。絨毯織りの3つ目の山塊は、歴史的にタリ
シュ山脈地帯の南アゼルバイジャンで形成さ
れ、アルデビルとセラブの山間窪み、さらにタ
ブリーズへの出口がありました。
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アゼルバイジャンの絨毯織りが歴史的に
形成され、開発され、現在機能しているこれ

らのセンターは、牧畜民の移住の場所でし
た。XIX-XX世紀の変わり目の主な中心地は、

2021 年冬 8



38 www.irs-az.com

カラバフ、グバ、シルバン、バクー、ガンジャ、ガ
ザフ、タブリーズ、アルダビールでした。ここで、
アゼルバイジャンの絨毯の主な種類が形成
されました。これらの各センターは、いくつか
の大規模な生産センターで構成されており、
それぞれに独自の絨毯生産ポイントがありま
す。各センター、炉床、さらにはポイントは、絨

毯製造の技術的および芸術的特徴の独創
性によって区別されます。これは、アゼルバ
イジャン絨毯に独創性と独創性を与え、伝
統的なものの多くのバリエーションを作成
する、さまざまな色、装飾、構成ソリューショ
ンを提供します組成物。各センター、炉床、
さらに、ポイントは、カーペット製造の技術
的および芸術的特徴の独創性によって区別
されます。これは、アゼルバイジャン絨毯に
独創性と独創性を与え、伝統的なものの多
くのバリエーションを作成する、さまざまな
色、装飾、構成ソリューションを提供した組
成物であります。

絨毯織りの生産センターの形成は、それ
らの出現、発展、安定性が、この地域の歴史
的および民族的プロセスのダイナミクスに
実質的に依存していなかったことを示して
います。 これらのセンターの絨毯の独創性
は、自然と気候、家庭と社会の要因によって
決定され、構成の基礎は常にこの地域で発
展した古代の織りの伝統でした。

カラバフ絨毯。 カラバフタイプは、山岳地
帯と平坦地帯の2つのセンターに基づいて
いました。１９世紀にシュシャ市とダシュブラ
グ、ドブシャンリー、ジロヴ、トルニヴィズ、マリ
ベイリ、チャナクチャ、テゥグ、タグラー、ハドル
ト、ムラドカンリー、ガシムシャギ、グバドリ、ゴ
ガズ、ミシュサイド、バギルベイリ、カンリガジ、
テゥテゥマ－ズの村々は、山岳地帯での生産
が支配的でした。山の囲炉裏の特徴は、村
での絨毯の生産がシュシャよりも発達してい
ないことです。

低地では、間違いなく原材料の供給が
良好であり、支配的な中心地はジェブライ
ル、アグダム、バルダ、フィズリでした。これら

の集落のそれぞれの周りには、人々が販売
用の絨毯の生産に従事していた多くの村が
あります。ここでは、「チェレビ」、「アラン」、「ゴ
ジャ」、「アチマユンマ」、「シャバリッドブタ」、「バ
クマンリ」、「ムガン」などの絨毯が織られてい
ました。
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ザンギラン、タリシュ-レンカラ
ン、ナヒチェヴァンの工業センタ
ーのカーペットもカラバフタイプ
に属しています。ここで最も一
般的なカーペットは「タリシュ」と

「ナヒチェヴァン」でした。 最近
までアゼルバイジャン人がコン
パクトに住んでいた多くの炉床
は、現在のアルメニアの領土で
ある旧ザンゲズル地区にありま
した。

カラバフゾーンは、パイル絨
毯とリントフリー絨毯の両方、お
よび絨毯製品で有名です。カラ
バフ絨毯織工はさまざまな構
成を開発して使用してきました
が、その一部はタブリーズとア
ルダビール絨毯織りセンターで
作成された構成の創造的な処
理の結果として登場しました。

これらの絨毯は大きいと小
さいサイズがあります。特に国
内と海外市場で大きな需要が
あったのが「dast-hali-gaba」
絨毯セットでした。カラバフで
は、絨毯は低パイルと高密度
の両方の編み物で製造され、
密度の低い絨毯は高パイルで
製造されました。前者はシュシ
ャと低地の工業地帯でより典
型的であり、後者は山岳地帯で
より典型的でした。メダリオン、
主題、装飾用の絨毯はカラバ
フで作られました。最も普及し
た構成は、「buinuz」、「balyg」
、「daryanur」、「bakhchada-
gyullar」、「sakhsyda-gyllar」
、「khanlyg」、「khantirme」
、「 k a s y m - u s h a g y 」、

「minahani」、「bulut」でし
た。 
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